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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 55,510 14.3 8,605 45.0 8,743 48.6 5,721 46.7

2021年12月期第１四半期 48,582 8.0 5,936 52.4 5,885 50.7 3,900 70.5

（注）包括利益 2022年12月期第１四半期 11,077百万円 （16.9％） 2021年12月期第１四半期 9,472百万円 （－％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第１四半期 135.59 134.88

2021年12月期第１四半期 92.43 91.98

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 382,235 211,350 55.1

2021年12月期 371,585 204,493 54.8

（参考）自己資本 2022年12月期第１四半期 210,546百万円 2021年12月期 203,688百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 - 50.00 - 100.00 150.00

2022年12月期 -

2022年12月期（予想） 60.00 - 120.00 180.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 119,000 17.5 17,000 30.1 16,800 28.8 11,000 25.8 260.68

通期 260,000 15.9 38,000 18.6 37,500 17.0 25,500 19.7 604.30

１．2022年12月期第１四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期１Q 42,532,752株 2021年12月期 42,532,752株

② 期末自己株式数 2022年12月期１Q 335,502株 2021年12月期 335,502株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期１Q 42,197,250株 2021年12月期１Q 42,197,239株

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

注）詳細は、添付資料P10「２（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項の四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：　有

② ①以外の会計方針の変更 ：　無

③ 会計上の見積りの変更 ：　無

④ 修正再表示 ：　無

（４）発行済株式数（普通株式）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．業績予想につきましては、当社グループの決算発表日現在における将来に関する前提、見直し、計画に基づく予想であり、リスクや不確定要素を含

んだものです。従って、今後の事業運営や内外の経済環境の変化、為替レートの変動など様々な要素により、実際の業績が記載の予想数値と異な

る可能性があります。

２．決算説明会資料及び説明会の模様（音声データ）につきましては、説明会終了後に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（詳細は、12～14ページ「2022年12月期第１四半期決算概要」をご参照ください。）

当社グループの当第１四半期連結累計期間における経営成績は、半導体セグメントを中心に販売が増加し、売上高

は55,510百万円と前年同期比14.3％の増収、営業利益は8,605百万円、経常利益は8,743百万円、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は5,721百万円と、それぞれ前年同期比45.0％、48.6％、46.7％の増益となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（自動車セグメント）

欧州にてECT（注）事業の販売などが増加しました。この結果、売上高は13,675百万円と前年同期比12.5％の増

収、営業利益は133百万円となりました（前年同期は424百万円の営業損失）。

（注）ECT：Engineering Consultancy & Testing（自動車開発全般に関するエンジニアリング・試験）

（環境・プロセスセグメント）

前年同期にアジアにおいて大型案件を売上計上した反動などから、売上高は4,788百万円と前年同期比8.3％の減

収、営業利益は453百万円と同35.1％の減益となりました。

（医用セグメント）

アジアにおいて血球計数装置、生化学用検査装置ならびに試薬の販売が増加したことなどから、売上高は6,650

百万円と前年同期比5.5％の増収となりました。利益面では研究開発費などが増加したことから、営業利益は154百

万円と同5.8％の減益となりました。

（半導体セグメント）

半導体の需要増加に伴い半導体メーカーの設備投資が拡大し、半導体製造装置メーカー向けの販売が大幅に増加

しました。この結果、売上高は22,225百万円と前年同期比20.5％の増収、営業利益は7,180百万円と同36.6％の増

益となりました。

（科学セグメント）

ラマン分光分析装置や光学モジュールの販売が増加しました。この結果、売上高は8,169百万円と前年同期比

26.4％の増収、営業利益は683百万円と同185.4％の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末に比べ10,649百万円増

加し、382,235百万円となりました。仕入の増加に伴い、棚卸資産が増加したことなどによります。

負債総額は前連結会計年度末に比べ3,792百万円増加し、170,884百万円となりました。法人税等の支払いがあり、

未払法人税等が減少したものの、仕入の増加に伴い、支払手形及び買掛金が増加したことなどによります。

純資産は前連結会計年度末に比べ6,857百万円増加し、211,350百万円となりました。利益剰余金が増加したこと

や、円安により為替換算調整勘定が増加したことなどによります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.3ポイント増加し、55.1％となりました。
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前回予想
（２月14日時点）

今回予想
（５月13日時点）

差額

売 上 高 120,000 119,000 △1,000

営 業 利 益 16,000 17,000 +1,000

経 常 利 益 15,800 16,800 +1,000

親会社株主に帰属する
四 半 期 純 利 益

10,000 11,000 +1,000

売上高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

前回予想
（２月14日

時点）

今回予想
（５月13日

時点）
差額

前回予想
（２月14日

時点）

今回予想
（５月13日

時点）
差額

自 動 車 32,000 29,000 △3,000 自 動 車 - - -

環境・プロセス 11,000 11,000 - 環境・プロセス 1,000 1,000 -

医 用 14,000 14,000 - 医 用 - - -

半 導 体 48,000 49,000 +1,000 半 導 体 14,500 15,000 +500

科 学 15,000 16,000 +1,000 科 学 500 1,000 +500

合 計 120,000 119,000 △1,000 合 計 16,000 17,000 +1,000

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年12月期第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想を以下の通りといたします。なお、当期の為替の

前提を１USドル115円から124円に、１ユーロ130円から133円に変更いたしました。

第２四半期連結累計期間業績予想

（単位：百万円）

セグメント別第２四半期連結累計期間業績予想

第２四半期連結累計期間の業績予想につきましては、直近の為替動向などを勘案し、半導体セグメント、科学セ

グメントにおいて、売上高を1,000百万円、営業利益を500百万円それぞれ上方修正いたしました。一方で、自動車

セグメントにおいて、業績の進捗より、売上高3,000百万円が下期での計上となることが予想され、下方修正しま

した。これらの結果、売上高は119,000百万円、営業利益は17,000百万円といたしました。また営業増益により経

常利益と親会社株主に帰属する四半期純利益についても、それぞれ1,000百万円上方修正いたしました。
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前回予想
（２月14日時点）

今回予想
（５月13日時点）

差額

売 上 高 250,000 260,000 +10,000

営 業 利 益 35,000 38,000 +3,000

経 常 利 益 34,500 37,500 +3,000

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

23,000 25,500 +2,500

売上高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

前回予想
（２月14日

時点）

今回予想
（５月13日

時点）
差額

前回予想
（２月14日

時点）

今回予想
（５月13日

時点）
差額

自 動 車 68,000 70,000 +2,000 自 動 車 1,500 1,500 -

環境・プロセス 23,500 23,500 - 環境・プロセス 2,000 2,000 -

医 用 28,500 28,500 - 医 用 500 500 -

半 導 体 96,000 103,000 +7,000 半 導 体 29,000 31,500 +2,500

科 学 34,000 35,000 +1,000 科 学 2,000 2,500 +500

合 計 250,000 260,000 +10,000 合 計 35,000 38,000 +3,000

通期連結業績予想

（単位：百万円）

セグメント別通期連結業績予想

通期の連結業績予想につきましては、直近の為替動向などを勘案し、自動車セグメントにおいて、売上高を

2,000百万円上方修正しました。また、半導体セグメントと科学セグメントにおいて、売上高を7,000百万円、

1,000百万円、営業利益を2,500百万円、500百万円、それぞれ上方修正しました。これらの結果、売上高は260,000

百万円、営業利益は38,000百万円といたしました。また営業増益により経常利益は3,000百万円、親会社株主に帰

属する当期純利益については、2,500百万円上方修正いたしました。
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年間配当金（円）

基準日 第２四半期末 期末 合計

前回予想
（2022年２月14日公表） 50 110 160

今回修正予想 60 120 180

前期実績
（2021年12月期）

50 100 150

配当予想の修正

当社では、株主の皆様への利益配分につきましては、配当金額と自社株式取得金額を合わせた「株主総還元額」

を連結純利益の30％を目途として、柔軟に対処することを基本方針としております。

2022年２月14日公表の「2021年12月期決算短信」にて、当期の年間配当金予想を１株当たり160円（中間配当金

50円、期末配当金110円）としておりましたが、当期の業績見通しを勘案した結果、年間配当金予想を１株につき

20円増額（中間配当金は10円増額）し、１株当たり180円（中間配当金60円、期末配当金120円）と修正いたしま

す。

（業績の予想に関する留意事項）

業績予想につきましては、当社グループの決算発表日現在における将来に関する前提、見通し、計画に基づく予

想であり、リスクや不確定要素を含んだものです。従って、今後の事業運営や内外の経済環境の変化、為替レート

の変動など様々な要素により、実際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 135,023 136,113

受取手形及び売掛金 59,877 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 58,103

有価証券 2,012 1,102

商品及び製品 17,864 19,936

仕掛品 16,513 20,755

原材料及び貯蔵品 18,736 21,395

その他 9,249 10,266

貸倒引当金 △1,232 △1,290

流動資産合計 258,044 266,384

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 45,648 47,173

機械装置及び運搬具（純額） 12,986 13,633

土地 15,994 16,350

建設仮勘定 9,231 9,380

その他（純額） 4,441 4,401

有形固定資産合計 88,302 90,939

無形固定資産

のれん 966 905

ソフトウエア 1,968 1,882

借地権 607 637

その他 881 898

無形固定資産合計 4,423 4,323

投資その他の資産

投資有価証券 12,487 11,782

退職給付に係る資産 387 431

繰延税金資産 5,002 5,434

その他 2,979 2,982

貸倒引当金 △43 △44

投資その他の資産合計 20,814 20,587

固定資産合計 113,540 115,850

資産合計 371,585 382,235

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 29,546 32,287

短期借入金 25,107 24,310

未払金 16,407 17,869

未払法人税等 7,632 4,115

前受金 14,308 -

契約負債 - 16,675

賞与引当金 1,137 2,008

役員賞与引当金 - 163

製品保証引当金 2,630 2,742

その他 5,368 5,418

流動負債合計 102,139 105,592

固定負債

社債 30,000 30,000

長期借入金 25,077 25,357

繰延税金負債 1,731 1,479

退職給付に係る負債 2,107 2,276

その他 6,036 6,178

固定負債合計 64,953 65,291

負債合計 167,092 170,884

純資産の部

株主資本

資本金 12,011 12,011

資本剰余金 18,624 18,624

利益剰余金 166,892 168,394

自己株式 △1,323 △1,323

株主資本合計 196,204 197,706

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,664 5,175

為替換算調整勘定 1,889 7,734

退職給付に係る調整累計額 △69 △69

その他の包括利益累計額合計 7,484 12,840

新株予約権 791 791

非支配株主持分 12 12

純資産合計 204,493 211,350

負債純資産合計 371,585 382,235
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 48,582 55,510

売上原価 28,332 31,534

売上総利益 20,249 23,975

販売費及び一般管理費 14,313 15,369

営業利益 5,936 8,605

営業外収益

受取利息 60 56

受取配当金 2 1

為替差益 - 119

助成金収入 48 80

雑収入 56 58

営業外収益合計 168 316

営業外費用

支払利息 108 123

為替差損 67 -

雑損失 43 54

営業外費用合計 218 178

経常利益 5,885 8,743

特別利益

固定資産売却益 3 1

投資有価証券売却益 6 0

特別利益合計 10 2

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 19 14

投資有価証券売却損 - 0

特別損失合計 20 15

税金等調整前四半期純利益 5,875 8,730

法人税、住民税及び事業税 1,975 3,346

法人税等調整額 0 △334

法人税等合計 1,976 3,012

四半期純利益 3,898 5,718

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,900 5,721

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

㈱堀場製作所　(6856)　2022年12月期　第１四半期決算短信

8



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

四半期純利益 3,898 5,718

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 730 △489

繰延ヘッジ損益 △6 -

為替換算調整勘定 4,843 5,848

退職給付に係る調整額 5 0

その他の包括利益合計 5,573 5,358

四半期包括利益 9,472 11,077

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,473 11,077

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。また、収益認識会計基準等の適用による損益

に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

し、「流動負債」に表示していた「前受金」は、「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収

益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組

替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表へ

の影響はありません。

（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設された

グループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につ

いては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」(実務対応報

告第39号 2020年３月31日)第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第28号 2018年２月16日)第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前

の税法の規定に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書

計上額自動車
環境・
プロセス

医用 半導体 科学

売上高

外部顧客への売上高 12,153 5,224 6,302 18,441 6,461 － 48,582

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － － － － － － －

計 12,153 5,224 6,302 18,441 6,461 － 48,582

セグメント利益又

は損失（△）
△424 699 164 5,257 239 － 5,936

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書

計上額自動車
環境・
プロセス

医用 半導体 科学

売上高

外部顧客への売上高 13,675 4,788 6,650 22,225 8,169 － 55,510

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － － － － － － －

計 13,675 4,788 6,650 22,225 8,169 － 55,510

セグメント利益 133 453 154 7,180 683 － 8,605

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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